
学校教育目標
人にやさしさ【重点目標】

自分につよさ
生き抜くかしこさ

中期経営目標 短期経営目標 具体的取組 教職員目標値 児童目標値 保護者目標値

4 十分に取り組むことができた

3 概ね取り組むことができた

2 あまりできなかった

1 取り組むことができなかった

4 十分に取り組むことができた

3 概ね取り組むことができた

2 あまりできなかった

1 取り組むことができなかった

4 東京ベーシックドリル平均点80点以上

3 東京ベーシックドリル平均点70点以上

2 東京ベーシックドリル平均点60点以上

1 東京ベーシックドリル平均点60点未満

4 左の4つ以上の場面で活用した

3 左の3つの場面で活用した

2 左の2つの場面で活用した

1 左の1つの場面で活用した

4 授業改善に取り組み、目指す児童像に十分達した

3 授業改善に取り組み、目指す児童像に概ね達した

2 あまり改善することができなかった

1 改善できなかった

4 十分に意識して取り組み、成果が見られた

3 概ね意識して取り組むことができた

2 あまり取り組むことができなかった

1 取り組むことができなかった

4 いじめ防止に関する授業を年間３回以上実施

3 いじめ防止に関する授業を年間２回実施

2 いじめ防止に関する授業を年間１回実施

1 いじめ防止に関する授業を実施しなかった

4 安全対策５項目全てを徹底した

3 安全対策５項目のうち４つを徹底した

2 安全対策５項目のうち３つを徹底した

1 安全対策５項目のうち２つ以下しか徹底しなかった

4 十分に取り組むことができた

3 概ね取り組むことができた

2 あまりできなかった

1 取り組むことができなかった

4 十分に取り組むことができた

3 概ね取り組むことができた

2 あまりできなかった

1 取り組むことができなかった

4 左の3項目を達成した

3 左の２項目を達成した

2 左の1項目を達成した

1 達成できなかった

4 ホームページでの情報提供を週に1回以上実施

3 ホームページでの情報提供を月に2回実施

2 ホームページでの情報提供を月に１回実施

1 ホームページでの情報提供を月に１回未満実施

4 業務内容や取組方法について３つ以上改善した

3 業務内容や取組方法について２つ改善した

2 業務内容や取組方法について１つ改善した

1 改善できなかった

令和3年度　西東京市立上向台小学校　学校評価

　　　目指す学校像・子ども像
〇「かかわり」や「つながり」の中で生きるための優しさを身に付けさせ、思いやりのある児童

〇現状に満足することなく、自ら心や体を鍛え、最後までやり抜く力を備えた児童
〇できないことをできるようにさせ、自信をもち、協働して課題に取り組み、粘り強く考える児童

　　　　　【学校経営の５つの基本方針】
（１）確かな学力の保障、健康な心と体力向上
（２）安全・安心な学校のための危機管理の徹底
（３）地域の中にある学校としての取組
（４）人権尊重と心の教育の充実
（５）特別支援教育の充実

経営目標
視点及び留意点

成果指標
教職員　評価基準

学
力
・
体
力
を
つ
け
る
学
校

これからの社会を生き抜く児童
に対して、学習指導要領の内容
を踏まえ、確かな学力、生活の
基盤となる体力を確実に身に付
けさせる。

児童の深い学びにつながる主
体的な学びを実現する。

「めあて」と「ふりかえり」を意識し、児
童自ら「見通し」をもって課題解決に向け
て取り組むことができるようにする。

・授業の初めには「めあて」を教師と児童が共有し、児童自ら課題意識をもつ
ことができるようにする。
・授業の終わりには「まとめ」「ふりかえり」を行い、次の学習につなげるよ
うにする。

個の実態に応じた学習機会を
保証する。

朝学習や補習の時間の設定、東京ベーシッ
クドリルやeライブラリの活用を通して、
児童の基礎的・基本的な学習内容の定着を
図る。

補充的な学習を充実させ、既習の内容を確実に身に付けさせる。
＜2～6年＞
前学年までの学習内容を身に付けている。
＜1年＞
年度末時点で、2学期までの学習内容を身に付けている。

３．２ ３．２

児童の深い学びにつながる対
話的な学びを実現する。

他者（友達）との話合いや協働的な活動を
通して、比較・関連付けたり、多面的・多
角的に考えたりできるようにする。

・友達や先哲の考えと比較して考えたり、関連付けて考えたり、多面的に考えたりで
きるようにする。
・話合いを通して、自分の考えを文章で整理してまとめることができるようにする。
・根拠を踏まえて考えたり、分かりやすく発表したりすることができるようにする。

３．２ ３．２ ３．２

３．２

３．２

３．２ ３．２

西東京市GIGAスクール構想
を推進し、個別最適な学びを
実現する。

1人1台タブレット端末を活用した授業改
善を図る。

学習内容に応じた適切な活用を通して、個の学びを充実させる。
・eライブラリの活用
・観察・記録、ポートフォリオ作成場面での活用
・話合いや協働的な学びの場面での活用
・動画編集、プレゼンテーションでの活用

３．２ ３．２ ３．２

３．６

「西東京市あったか先生」を
踏まえた「わかる・ほめる体
育授業」を実現する。

研究奨励事業を活用し、体育科の授業改善
と活発な授業研究を行う。

「わかる、ほめる体育授業」を通して、自分の考えを安心して他者に伝え、考えを広
げ深められるようにする。
＜低学年＞遊び方を工夫して、自分の考えを友達に伝えたり受け止めたりする。
＜中学年＞自己の運動の課題を見付け、考えたことを友達と伝え合い、工夫したり、試したりする。
＜高学年＞自己やグル―プの課題を見付け、自己や仲間の考えたことを他者に伝え、新たな課題を見出す。

３．２ ３．２

３．２ ３．２

「いじめはどんな環境でも発生するもので
ある」という認識に立ち、いじめ防止に向
けた取組を推進する。

・組織的な対応により、いじめの早期発見、早期解決に努める。
・年３回のふれあい月間での実態把握、いじめ防止に関する授業を行う。

３．６ ３．２ ３．２

正しい言葉遣いなど、言葉に対する意識を
高めながら言語環境を整備するとともに、
「ほめる」「子どもの話をていねいに聞
き、受けとめる」ことにより、人権教育の
充実を図る。

・教職員が手本となり、正しい言葉遣い、思いやりのある言葉遣いを実践す
る。
・児童の名前を「さん」を付けて呼ぶ。
・児童相互が「さん」を付けて呼び合えるようにする。
・よい行動はしっかりほめ、よくない行動は心を込めて冷静に指導する。

３．２

３．２ ３．２

か

か

わ

り

を

大
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に
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人や社会、自然などとのかかわ
りとつながりを大切にした豊か
なコミュニケーション能力を高
める教育活動を推進する。

年間を通じて「かかわり」を
重視した教育活動を実現す
る。

学年での挨拶運動や日頃の挨拶の指導を、
地域、保護者とも連携を図り、全教職員の
共通理解のもと確実に行う。

・日常的な学校での指導のほか、学年便り、保護者会等を通じて地域・保護者
への理解・協力を得るとともに、成果や課題を共有し児童自ら進んで挨拶でき
るよう継続的な指導を行う。
・学年の発達段階に応じたコミュニケーション力育成に向けて指導する。

３．２ ３．２ ３．２

安
全
・
安
心
な
学
校

児童が安全に、安心して通うこ
とができ、保護者が安心して通
わせることができる学校づくり
を推進する。

未然防止を前提とした「いじ
め」対応といじめ解消率
100％を実現する。

「新しい生活様式」に基づき、感染症対策
を講じ、児童への指導を徹底する。学校管
理下における、教師の見守りや、安全対策
を徹底する。

＜上小安全対策５項目＞
・3つの密（密閉・密集・密接）を回避する。
・手洗いやマスクの着用についての指導を徹底する。
・時差登校を実施し、毎朝の検温確認、健康観察を確実に行う。
・「上小給食指導マニュアル」に基づいた指導を確実に行う。
・休み時間、下校時間帯の見守りを行うとともに、下校後の消毒の徹底等、安全対策を徹底する。

３．６

地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校

地域と共にある学校を目指し
て、地域社会と連携を深め、地
域に愛される学校づくりをす
る。

カリキュラム・マネジメント
の視点から、学級、学年単位
で「地域の人・もの・こと」
を効果的に活用した教育活動
を展開し、社会に開かれた教
育課程を実現する。

各教科や総合的な学習の時間において、カリ
キュラム・マネジメントの視点から、地域の
人・もの・ことを効果的に活用した単元や授業
を構想し、展開する。さらに、その成果につい
て地域に発信する。

・教科横断的な視点から育てたい力を明確にし、単元や学習内容を編成する。
・教育内容（教育活動）に有効な地域の人的・物的資源を効果的に活用する。
・PDCAサイクルを意識して指導の成果を振り返り、HPや通信等で積極的に発信す
る。

年度当初に異学年交流班（フレンド班）を
編成し、年間通じて学年を超えた交流活動
を行う。

・フレンド班活動、全校オリエンテーリング、上小まつり等の学年を越えた学
び合いの機会を保証するとともに、学年の発達段階に応じたコミュニケーショ
ン力の育成に向けて指導する。
・コロナ禍でも可能な異学年交流の方法を考え、実践する。

３．２ ３．２ ３．２

３．２ ３．２ ３．２

情報発信を積極的に行い、保護者が通信機
器を通しても学校の様子を理解できるよう
にする。

学校からの便り、日々の教育活動、児童の様子について、週に１回以上ホーム
ページに掲載する。

３．６ ３．２

業
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勤務時間管理と勤務時間・健康
管理を意識した働き方を推進す
る。

業務内容の精選及び組織的・
効率的な業務の遂行を通し
て、在校時間が５３時間を超
えないようにする。

・校務分掌、学年・学級事務、行事等における業務の精選、効
率化を図る。
・各主任の自覚と責任のもと組織力を結集させる。
・週1回定時退勤日を設定する。
・勤怠システムを活用し自己の働き方を振り返る。

・週の在校時間が53時間を超えないようにする。（年2回調査期間を設定）
・担当する校務分掌、学年・学級事務及び行事等において、優先順位を明確にすると
ともに、業務内容や取組方法について2つ以上改善を図る。（職層を意識したそれぞ
れの立場から）
・会議の精選や時間の厳守、校務支援システムを活用した情報共有の効率化を図る。

３．２


